
（別紙３）

～ 令和7年12月27日

（対象者数） 28名 （回答者数） 17名

～ 令和7年12月27日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・それぞれの成長段階に配慮したプログラムの提供。

2

・1人1人の課題に対する支援方針の共有を続けていく。

3

・普段からの保護者とのコミュニケーションを大切にする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・事業所以外の場所での活動計画(検討中)。

2

・十分に余裕をもった日程調整。

3

・職員配置に応じた負担軽減の為の業務分担。

・充実した活動プログラム

・他の事業所や高齢者施設との定期的な交流

・季節の活動を含む月ごとの日替わり活動プログラムの設定。

・同プログラム内での個別対応への配慮。

・職員間の情報の共有 ・朝礼、昼礼、終礼にて、当日利用予定の児童について細かい

情報の共有や意見交換。1人1人への対応についての毎回の共

有。

・緊急時の対応について、職員間でシュミレーション。

・保護者との情報の共有 ・日頃からの送迎時による情報の共有。

・業務の効率化 ・記録等の時間の確保。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者参加の機会 ・活動場所や駐車場の確保が困難なため実施ができていない。

・外部研修への参加 ・昨年よりは参加することができているが、職員配置の兼ね合

いから困難な状況がある。

令和7年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 フリースマイル西紫原

○保護者評価実施期間
令和7年12月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


